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Ⅰ 【日中十五年戦争～太平洋戦争～日本の独立回復】 

 

解答 【12問 問２・問７⇒２点、他は３点 ⇒ 34点】 

 

問１ １    問２ １    問３ ４    問４ ２    問５ ２    問６ １ 

問７ ２    問８ ４    問９ ３    問 10 ４    問 11 ４    問 12 ３ 

 

解説 

 

問１ １ ⇒ 正文。 

   ２ ⇒ 満州国建国が満州人による清王朝の復活だとするのは日本側の建前であり、実際は関東軍の主導によるものであった。 

   ３ ⇒ リットン報告書により、満州国建国は満州人による自発的なものとは認められず、国際連盟では満州国建国は承認されなかった。そ

の結果、日本は国際連盟を脱退することとなったのである。 

   ４ ⇒ 満州事変（柳条湖事件）勃発時の内閣は第二次若槻礼次郎内閣であり、不拡大方針を声明した。後の盧溝橋事件勃発時の内閣が近衛

文麿内閣であり、近衛も当初は不拡大方針であり、積極的に軍部を支持してはいない。後、軍部の圧力に屈して戦線を拡大することに

なったのである。 

 

問２ 軍部によるクーデタ未遂事件の代表は、1932年の五・一五事件と1936年の二・二六事件である。三・一独立運動は、朝鮮における独立運動で

あり、五・四運動は、日本の権益を承認するベルサイユ条約に対して、中国で起こった反対運動である。 

 

問３ １ ⇒ 満州国は日本の傀儡国家と認定され、独立国として国際的に承認されていない。 

   ２ ⇒ 日本軍が共産党を支援したという事実はない。国民党と共産党は対立していたが、日中戦争の拡大により第２次国共合作が実現し、

抗日民族統一戦線が成立した。 

   ３ ⇒ 中華民国の首都は南京である。南京陥落時に多くの中国人が殺害されたとされているのが、いわゆる「南京事件」である。 

   ４ ⇒ 正文。 

 

問４ １ ⇒ 仏印とはフランス領インドシナのことである。当時フランスはドイツに降伏し、傀儡政権であるヴィシー政権が成立していた。フラ

ンスがドイツの傀儡政権であったからこそ、フランスの植民地である仏印に進駐することが可能だったのである。 

   ２ ⇒ 正文。北部仏印進駐の第一目的は、援蔣ルートの遮断であった。 

   ３ ⇒ このような狙いはない。 

   ４ ⇒ 東南アジアには英蘭の植民地が多数あったのだから、南部仏印に進駐して南進政策をとることは、英蘭との対決姿勢を強めることを

意味した。 

問５ １ ⇒ 国民総動員法という法律は存在しない。1937年から国民精神総動員運動が展開され、1938年に国家総動員法が制定されてからは、1939

年の国民徴用令のように議会の承認なく戦争遂行の必要な物資・労働力を動員できるようになった。 

   ２ ⇒ 正文。 

   ３ ⇒ ABCD協力機構などという組織は存在しない。アメリカ（America）、イギリス（Britain）、中国（China）、オランダ（Dutch）の４ヵ国

による対日経済封鎖をABCD包囲陣と呼んだ。 

   ４ ⇒ 東条は近衛内閣の陸相として日米交渉の打ち切りと対英米開戦を主張した。その後、日米交渉の継続を条件に首相に就任したが、中

国との戦争終結や満州からの撤退などの主張はしていない。 

 

問６ 帝国議会ではなく御前会議。1940年ではなく1941年 9月6日の御前会議で、帝国国策遂行要領が決定された。そこで決定された日米交渉の期

限は12月ではなく10月上旬であった。 
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問７ ポツダム宣言を受諾したのは鈴木貫太郎内閣であり、進駐軍を受け入れたのは東久邇宮稔彦内閣であった。東条英機はサイパン島陥落後に、

その責任をとって辞任している。吉田茂は戦後初の衆議院議員選挙の結果、公職追放にあった鳩山一郎に代わって首相に就任した。 

 

問８ １ ⇒ 日本軍は無条件降伏を受け入れ武装解除を行ったが、この時点では自衛隊はまだ存在していない。 

   ２ ⇒ 極東国際軍事裁判にかけられたのはいわゆるA級戦犯だけである。B・C級戦犯は、各地の軍事法廷で裁かれた。 

   ３ ⇒ 治安維持法の制定が1925年、治安警察法はそれよりの前の1900年に制定されている。いずれも1945年にGHQの指令により廃止にな

った。 

   ４ ⇒ 正文。 

 

問９ １ ⇒ 選挙権が認められたのは、20歳以上の男女である。 

   ２ ⇒ 教育勅語の発布は1890年で、1948年に廃止された。 

   ３ ⇒ 正文。 

   ４ ⇒ 制定されたのは、労働関係調整法・労働組合法・労働基準法である。 

 

問10 １ ⇒ 日本国憲法の三大原則は、国民主権・平和主義・基本的人権の尊重である。 

   ２ ⇒ 1946年 11月 3日公布、1947年 5月3日施行である。 

   ３ ⇒ 憲法問題調査委員会による「松本試案」はGHQに却下され、GHQによる「マッカーサー草案」 が議会での一部修正を経て日本国憲法

として成立した。 

   ４ ⇒ 正文。 

 

問11 １ ⇒ 西側が資本主義陣営で、東側が社会主義陣営である。 

   ２ ⇒ 西側陣営の盟主がアメリカで、東側陣営の盟主がソ連である。 

   ３ ⇒ ドイツは東西、朝鮮とベトナムは南北の対立である。 

   ４ ⇒ 正文。 

 

 

問 12 １ ⇒ 中国内戦では国民党が敗北し、1949年には共産党による中華人民共和国が建国されている。 

   ２ ⇒ 農地改革の目的は寄生地主制の解体であって、日本を農業国にするためではない。また、地租改正条例の制定は1873年（明治2年）

のことである。 

   ３ ⇒ 正文。 

   ４ ⇒ 朝鮮戦争の勃発は1950年。また、この時に設置されたのが自衛隊の前身である警察予備隊である。この時点では、自衛隊はまだ存在

していない。 

 

Ⅱ 【古代の雑題】 

 

解答 【６問 すべて３点 ⇒ 18点】 

 

Ａ （３）   Ｂ （１）   Ｃ （２）   Ｄ （１）   Ｅ （３）   Ｆ （３） 

 

解説 
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Ａ （３） ⇒ 八色の姓ではなく、冠位十二階。八色の姓の制定は、天武天皇の時（684年）である。 

Ｂ （１） ⇒ 藤原不比等ではなく、その父の中臣鎌足。 

Ｃ （２） ⇒ 唐・高句麗ではなく、唐・新羅の連合軍。 

Ｄ （１） ⇒ 壬午の乱ではなく、壬申の乱。 

Ｅ （３） ⇒ 長岡京ではなく、藤原京。長岡京遷都は平安遷都10年前の784年のことである。 

Ｆ （３） ⇒ 三世一身法ではなく、墾田永年私財法。三世一身法が出されたのは723年のことである。 

 

Ⅲ 【中世の雑題】 

 

解答 【６問 すべて２点 ⇒ 12点】 

 

Ａ ３     Ｂ ３     Ｃ ２     Ｄ ４     Ｅ ３     Ｆ ２ 

 

解説 

 

Ａ 1317年の文保の和談で両統迭立が決定され（１）、大覚寺統から即位した後醍醐天皇が1333年の鎌倉幕府滅亡後に行った政治が建武の新政（３）。

建武の新政が失敗に終わり、足利尊氏に擁立されて持明院統から 1336 年に即位したのが光明天皇（２）。その後、後醍醐天皇は吉野に脱出して南

北朝時代となるが、足利義満の時の1392年に南北朝の合一が実現した（４）。 

 

Ｂ 慈円が『愚管抄』を著したのが鎌倉時代（１）。北畠親房が南北朝時代に南朝の正統性を主張するために著したのが『神皇正統記』（３）。室町時

代に『風姿花伝』を著した世阿弥元清は足利義満の保護を受けた（４）。『唐獅子図屛風』を描いた狩野永徳は桃山時代に活躍した（１）。 

 

 

Ｃ 1185年に全国に守護・地頭が設置され、武家政権である鎌倉幕府が実質的に成立した（１）が、3代将軍源実朝が暗殺されると1221年に後鳥羽

上皇が兵を挙げ、承久の乱となった（２）。鎌倉時代も後半に入ると、地頭の荘園侵略が進み、紀伊国阿氐河荘民は地頭の非法を荘園領主に訴えた

（４）。その後、室町時代に入ると国人（かつての地頭層）を家臣化した守護による荘園侵略が行われるようになった（３）。 

 

Ｄ 源頼家は鎌倉幕府の2代将軍（１）。足利義満は室町幕府の3代将軍（４）、足利義政は8代将軍（３）、そして足利義昭が室町時代最後の将軍で

ある（２）。 

 

Ｅ 永仁の徳政令が発布されたのは、鎌倉時代後半の1297年（１）。正長の徳政一揆は応仁の乱よりも前の1428年に起こり、初の土民蜂起と言われ

た（３）。1485年の山城の国一揆は、国人層と土民層がともに蜂起し、応仁の乱後も戦闘を継続していた守護勢力を追放して8年間の自治を実現し

た（４）。応仁の乱以降始まった戦国時代の覇者が織田信長であり、彼は1574年に伊勢長島の一向一揆の殲滅に成功した（２）。 

 

Ｆ 専修念仏を唱え浄土宗を開いたのが法然（１）、その弟子で浄土真宗を開いたのが親鸞（２）。さらに念仏による往生を、踊念仏によって広めた

のが時宗の一遍である（３）。その後、戦国時代に本願寺を再興して浄土真宗本願寺派（一向宗）を隆盛させたのが蓮如である（４）。 

 

Ⅳ 【江戸初期の幕藩体制】 

 

解答 【６問 すべて３点 ⇒ 18点】 

 

問１ １    問２ ２    問３ ２    問４ ４    問５ ２    問６ ２     
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解説 

 

問１ １ ⇒ 五奉行と五大老が逆になっている。２、３、４は正文。 

 

問２ ２ ⇒ 大坂の役のきっかけとなったのは、方広寺鐘銘事件である。また、大坂冬の陣が起きたのは1614年である。１、３、４は正文。 

 

問３ ２ ⇒ 幕府の直轄地である天領は約400万石あった。それに旗本知行地約300万石を加えると、全国の石高の約４分の１になった。１、３、

４は正文。 

 

問４ ４ ⇒ 老中などの幕府の要職には、譜代が就任した。幕府の役職には、譜代か旗本が石高に応じて就任するシステムだった。１、２、３は

正文。 

 

問５ ２ ⇒ 武家諸法度（元和令・寛永令）は、文武弓馬の道に励むことを奨励している。１、３、４は正文。 

 

問６ ２ ⇒ 1624 年に来航を禁止されたのはスペイン船。イギリスはオランダとの競争に敗れ、1623 年に商館を閉鎖して撤退している。１、３、

４は正文。 

Ⅴ 【近代国家の成立】 

 

解答 【６問 すべて３点 ⇒ 18点】 

 

問１ ２    問２ １    問３ ３    問４ ４    問５ ３    問６ ４ 

 

解説 

 

問１ ２ ⇒ 江戸城の無血開城は、幕府軍の勝海舟と新政府軍の西郷隆盛の交渉によって実現した。１、３、４は正文。 

 

問２ １ ⇒ 1869年の版籍奉還によって土地と人民が名目上天皇に返還され、1871年の廃藩置県で藩が廃止されて中央から府知事・県令が派遣さ

れたことで、中央集権体制が確立した。 

 

問３ ３ ⇒ 地租改正条例によって物納から金納に改められ、地租は地価の３％と定められた。１、２、４は正文。 

 

問４ ４ ⇒ 西郷隆盛を首領とする最大最後の不平士族の反乱である西南戦争は、西郷の地元の九州で勃発した。１、２、３は正文。 

 

問５ ３ ⇒ 板垣退助が結成したのは自由党であり、後藤象二郎も自由党の有力メンバーである。立憲改進党を結成したのは、明治十四年の政変

で下野した大隈重信である。１、２、４は正文。 

 

問６ ４ ⇒ 参議院が設置されたのは第二次世界大戦後のことである。衆議院と貴族院の二院制であった。また、大日本帝国憲法下で開催されて

いたのは、厳密に言うと「国会」ではなく「帝国議会」である。１、２、３は正文。 
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